
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（小学校高学年～中学校、高校／社会、生徒指導、特別活動、総合）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

２０２１年１１月１３日朝刊西部版記事を読んで、問いに答えましょう。

①記事の中学校では、誰が中心と
なって新たな校則を議論してきました
か。

②この新たな校則はどんな観点で見
直されたものですか。観点を２つ書き
ましょう。

（ ）

（ ）

③記事中で、新たな校則の具体が分
かるところに線を引きましょう。

④この新たな校則にはどんな意義があると思いますか。記事を参考にあなたの考えを６０字以内で書きま
しょう（句読点を含みます）。
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かるところに線を引きましょう。

④この新たな校則にはどんな意義があると思いますか。記事を参考にあなたの考えを６０字以内で書きま
しょう（句読点を含みます）。

解答例

（生徒の）有志による
プロジェクトチーム

（例）生徒自身が校則を作ることにより、自分たちの生活を自分た
ちでより良くしていこうという意欲や姿勢が生まれるのではないか。

（５８字）

（例）生徒に自主性ややりがいが生まれ、今後も自分たちの生活
に合った校則に改善していこうとする自覚が育っていくだろう。

（５５字） など


